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水田は温室効果ガスであるメタンの主要な排出源と

なっています。これまでの研究から、世界的な水稲生

産の増加により水田からのメタン排出量が増加してい

ることが明らかにされると同時に、適切な管理を行う

ことにより、その排出を大きく削減できる可能性が示

されています。

このテーマに対して、9月1日から3日まで、標記の

国際会議をつくば国際会議場（エポカルつくば）ほか

において、農環研の先導する「モンスーンアジア農業

環境研究コンソーシアム（MARCO）」と昨年の国連

気候変動枠組み条約締約国会議（COP15）で関係各

国の閣僚宣言により設立された世界的な研究ネット

ワークである「農業分野における温室効果ガス排出に

関するグローバル・リサーチ・アライアンス（GRA）」

が共同で開催しました。1日目は各国研究者による最

新の研究紹介が行われ、15か国・1国際機関から78

名の方にご参加いただきました。2日目は農環研を中

核研究機関とするGRA水田管理研究グループの会合

が開催され、今後の研究方向や連携協力についての議

論が行われました。3日目は農環研研究施設紹介など

のエクスカーションが行われました。

本ワークショップの成果は農環研とGRAのホーム

ページに掲載されます。今後も、各国の農業開発と温

室効果ガス排出削減を両立させるために、MARCOと

GRAの研究ネットワークを最大限に活用し、研究のリー

ダーシップを発揮して行くことに務めたいと思います。

（研究コーディネータ　八木 一行)
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「環境保全型農業の取り組みの効果を計る」
プロジェクト「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」第３回シンポジウム

近年、環境保全型農業やIPM（総合的病害虫・雑

草管理）など、生物多様性に配慮した施策が各地で行

われています。本プロジェクトでは農林水産省の委託

を受け、これら施策の効果を定量的に把握し、しかも

農業現場で利用できる分かりやすい生物指標の開発を

進めています。そこで、農業現場での指標生物の活用

について理解を深めていただき、これまで2年間の調

査研究により選抜された指標候補種を紹介するために、

9月3日（金）、ベルサール飯田橋ファースト（東京都

文京区）において標記のシンポジウムを開催しました。

前半の講演の部では、九州大学の上野高敏准教授

による「指標生物で環境保全型農業等の効果を計るメ

リット」と題する講演と「期待される具体的な研究成果

の活用事例」として4つの報告が行われました。また

後半は、講演内容に関する参加者からの質問やそれに

基づく意見交換の後、プロジェクト研究の概要や指標

候補選抜の過程を紹介したポスター、代表的な指標候

補種に関するポスターや標本が展示され、参加者間で

活発な意見交換が行われました。参加者数はプロジェ

クト関係者、行政、大学、マスコミ、民間企業、一般

など合計213名でした。

（生物多様性研究領域長　安田 耕司)

国際会議
「水田管理と温室効果ガス発生・吸収に関するMARCO/GRA合同ワークショップ」
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